
 

【食育推進ネットワーク会議 第５期までの活動】 
【第３次食育推進基本計画重点課題と練馬区の取組】 

農林水産省「第３次食育推進基本計画」より抜粋 

食育推進ボランテ

ィアの活動 

「ちゃんとごはん」 

食環境整備 

ねりまの食育応援店 

・「ちゃんとごはん」 

・食育実践ハンドブッ

クを活用した取組 

練馬区食育推進ネットワーク会議（第６期）活動について（案） 平成 29 年７月４日 
食育推進ネットワーク会議第６期第１回資料 

（第４期）重点課題＜２＞・＜５＞ 

区民が食育に取組む仕組みの検討 

 

平成 27 年度～ 

食育推進ボランティアとの協働事業 

「ちゃんとごはん」の開始 

※ちゃんとごはん 

地域の子どもたちを対象とした食事作りの

体験事業。 

子どもたちが大人になるまでに、健康的な

食事を自分で調理できる「食の自立」ができ

ることを目標とし、さらに地域の大人との共

食の機会を通して、地域の食文化の継承を

目指している。 

（第５期）重点課題＜３＞ 

健康づくり協力店事業の拡充に向け

た検討 

住み慣れた地域でいつまでも健康で

暮らせる食環境整備 

①事業概要の検討 

②登録証、普及啓発用物品の検討 

③情報紙の検討 

 

平成 29 年度～ 

「ねりまの食育応援店」の開始 

※ねりまの食育応援店事業 
 別紙資料参照 

 

健康づくり総合計画 食育を推進する環境づくり 

「食を通した健康で豊かなねりまの実現」 

を目指して 

食育推進ボランティアの活動の

拡大のための検討 
 

「ちゃんとごはん」事業の対象を

拡げた実施 

「ねりまの食育応援店」 

普及啓発のための検討 
 

・登録店舗拡大に向けた検討 

・情報紙の検討 

若い世代（特に 20～30 歳代）への食育の推進の検討 

【栄養バランスのとれた食事を食べている状況】 

国民健康栄養調査(平成 27 年度より抜粋)と練馬区健康実態調査(平成 26 年度抜粋)より 

(問)主食・主菜・副菜の３つを組み合わせて食べることが 1 日に 2 回以上あるのは週に何日ありますか。 
 

主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を 1 日 2 回以上食べることが、「ほとんど毎日」の割合は、男性 47.6%、女性 52.7%であ
る。年代別にみると、男女とも若い世代ほどその割合が低い傾向にある。練馬区は国と比較しても、全体の傾向はあまり変
わらないが、若い世代は男性 20 代 16.3%、女性 33.9%と国の男性 20 代 39，1%、女性 20 代 38.4%より低い傾向にある。 
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